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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和3年4月22日(2021.4.22)

【公開番号】特開2021-39121(P2021-39121A)
【公開日】令和3年3月11日(2021.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2021-013
【出願番号】特願2020-191479(P2020-191479)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/045    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/07     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/64     　　　Ｚ
   Ａ６１Ｂ    1/00     ５１１　
   Ａ６１Ｂ    1/045    ６１０　
   Ａ６１Ｂ    1/07     ７３０　
   Ａ６１Ｂ    1/00     ７３１　
   Ａ６１Ｂ    1/045    ６２２　
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ   21/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月26日(2021.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外蛍光体または近赤外蛍光体を含む試料を画像化するための画像化システムであって
、
　可視光及び放射光を検出しかつセンサシグナルを発生させるためのイメージセンサ、
　該赤外蛍光体または該近赤外蛍光体のための励起光を放出するためのレーザー、
　該レーザーから該試料までの光路内のレーザークリーンアップフィルタであって、該レ
ーザークリーンアップフィルタが、該励起光の波長帯を狭め、狭められた該励起光が、該
赤外蛍光体または該近赤外蛍光体を励起して放射光を放出し、かつ該放射光が、該イメー
ジセンサに導通される、レーザークリーンアップフィルタ、
　該レーザーから該試料までの光路内および該試料から該イメージセンサまでの光路内の
ノッチビームスプリッタであって、該励起光が、該ノッチビームスプリッタによって該試
料に反射され、該励起光が、該赤外蛍光体または該近赤外蛍光体を励起し、放射光を放出
し、かつ該放射光が、該ノッチビームスプリッタを通って該イメージセンサに伝送される
、ノッチビームスプリッタ、
　可視光を含む光を放出するための白色光源であって、該可視光が該試料に導通され、該
試料が該可視光を反射し、該反射された可視光が該イメージセンサに導通される、白色光
源、および
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　該イメージセンサに結合され、画像フレームを生成するための画像処理ユニットであっ
て、センサシグナルを処理して、該試料が可視光のみを受ける場合には少なくとも１つの
白色光フレーム（ＷＬＦ）を生成し、該試料が可視光も前記励起光も受けない場合には少
なくとも１つの迷光フレーム（ＳＬＦ）を生成し、かつ、該試料が励起光のみを受ける場
合には１つ以上の近赤外フレーム（ＮＩＦ）を生成し、並びに各ＮＩＦから該ＳＬＦを減
算し、その後、ＳＬＦが減算されたＮＩＦを全て合算して最終的なＮＩＦを生成する、画
像処理ユニット
を備える、画像化システム。
【請求項２】
　前記ノッチビームスプリッタが、７００ｎｍ、７２５ｎｍ、７５０ｎｍ、７８０ｎｍ、
または７８５ｎｍの波長を有する光を反射する、請求項１に記載の画像化システム。
【請求項３】
　前記イメージセンサが、前記試料からの前記放射光および前記可視光の両方を検出する
ように構成され、かつセンサシグナルを生成するよう構成された、一つのイメージセンサ
であり、該イメージセンサが、青色、緑色、および赤色の画素センサを含む、請求項１ま
たは２に記載の画像化システム。
【請求項４】
　前記赤外蛍光体または前記近赤外蛍光体が、インドシアニングリーン（ＩＣＧ）、ＩＣ
Ｇの機能的等価物、ＩＣＧの類似体、ＩＣＧの誘導体、ＩＣＧの塩、ＩＲ８００、Ａｌｅ
ｘａ６８０、ｃｙ５．５、ＩＲ８００の機能的等価物、Ａｌｅｘａ６８０の機能的等価物
、ｃｙ５．５の機能的等価物、ＩＲ８００の類似体、Ａｌｅｘａ６８０の類似体、ｃｙ５
．５の類似体、ＩＲ８００の誘導体、Ａｌｅｘａ６８０の誘導体、ｃｙ５．５の誘導体、
ＩＲ８００の塩、Ａｌｅｘａ６８０の塩、またはｃｙ５．５の塩からなる群の１つである
、請求項１～３のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項５】
　前記イメージセンサが、ＣＣＤイメージセンサまたはＣＭＯＳイメージセンサである、
請求項１～４のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項６】
　前記レーザーがパルス型（ｐｕｌｓｅｄ）であるか、前記光源がパルス型であるか、ま
たは該レーザーおよび該光源の両方がパルス型である、請求項１～５のいずれか一項に記
載の画像化システム。
【請求項７】
　前記励起光が７７５ｎｍ～７９５ｎｍの波長を有する光を含む、請求項１～６のいずれ
か一項に記載の画像化システム。
【請求項８】
　前記励起光が７８５ｎｍの波長を有する光を含む、請求項１～７のいずれか一項に記載
の画像化システム。
【請求項９】
　前記レーザークリーンアップフィルタが、７７５ｎｍ～７９５ｎｍの波長を有する光を
選択的に伝送する、請求項１～８のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項１０】
　前記レーザークリーンアップフィルタが、７８５ｎｍの波長を有する光を選択的に伝送
する、請求項１～８のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項１１】
　前記画像処理ユニットが、前記最終的なＮＩＦに疑似カラーを付ける、請求項１～１０
のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項１２】
　前記画像処理ユニットが、疑似カラーを付けられた前記最終的なＮＩＦを前記ＷＬＦに
加算して、可視光及び赤外光の複合画像フレームを生成する、請求項１１に記載の画像化
システム。
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【請求項１３】
　前記画像処理ユニットから生成された前記画像フレームに基づいて画像を表示するため
の画像表示ユニットを更に備え、該画像表示ユニットが該画像処理ユニットに接続されて
いる、請求項１～１２のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項１４】
　前記レーザーからの前記励起光が第１のチャネルを通して前記試料に導通され、前記白
色光源からの前記可視光が第２のチャネルを通して該試料に導通され、該試料から放射さ
れた放射光が第３のチャネルを通して前記イメージセンサに導通され、かつ該試料から反
射された可視光が第４のチャネルを通して該イメージセンサに導通される、請求項１～１
３のいずれか一項に記載の画像化システム。
【請求項１５】
　前記第１のチャネル、前記第２のチャネル、前記第３のチャネル、及び前記第４のチャ
ネルが、４個の別々のチャネルであるか、または、組み合わされて１個、２個、もしくは
３個のチャネルとなっている、請求項１４に記載の画像化システム。
【請求項１６】
　前記第１のチャネル、前記第２のチャネル、前記第３のチャネル、及び前記第４のチャ
ネルが、内視鏡または顕微鏡である、請求項１４または１５に記載の画像化システム。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項に記載の画像化システムを構成するための方法であって
、
　(a)　可視光および赤外光を検出し、かつセンサシグナルを生成するためのイメージセ
ンサを構成する段階；
　(b)　赤外蛍光体または近赤外蛍光体のための励起光を放出するためのレーザーを構成
する段階；
　(c)　該レーザーから前記試料までの光路内に設置されるレーザークリーンアップフィ
ルタを構成する段階であって、それにより、該レーザークリーンアップフィルタが該励起
光の波長帯を狭めるように構成され、かつ狭められた励起光が、該試料内の該蛍光体また
は該近赤外蛍光体を励起し、放射光を放出するように構成されている、段階；
　(d)　該試料から第イメージセンサまでの光路内に設置されるノッチフィルタを構成す
る段階であって、それにより、該ノッチフィルタが該励起光を遮断するように構成されて
いる、段階、または、該レーザーから該試料までの光路内および該試料から該イメージセ
ンサまでの光路内に設置されるノッチビームスプリッタを構成する段階であって、それに
より、該ノッチビームスプリッタが該励起光を該試料に反射するように構成されている、
段階；
　(e)　可視光を含む光を放出する白色光源を構成する段階
を含む、方法。
【請求項１８】
　赤外蛍光体または近赤外蛍光体で前記試料を標識するための前記画像化システムを構成
する段階を更に含む、請求項１７に記載の方法。
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